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新・中期事業計画策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、2023年４月13日開催の取締役会において、2024 年２月期から2026 年２月期までの３年間を計画期間とする

新たな中期事業計画を策定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

 １．策定の背景 

2020 年より始まった世界的なコロナウィルス感染症の蔓延に伴い、施設内への出店に特化していた当社は、 

   他のコンビニ各社以上に大きな打撃を被ることとなりました。 

外国人観光客が宿泊の中心であったホテル内の店舗や対面授業休止でキャンパスへの立ち入りが制限された大 

   学内店舗においては休業、リモートワークの比率が飛躍的に伸びたオフィスビル内の店舗や面会が禁止となった 

     病院店舗においては売上の大幅下落となったことで、当社は2022年２月期決算において債務超過に陥り、2022 

   年３月より事業の再構築と立て直しに向けて、中核となる「ローソン・ポプラ事業」で着実に収益を獲得しつつ、 

    「スマートストア事業」の再編を行い、グループでの黒字化に向けた収益体制の構築と財務体質の強化に向けた取 

     り組みを継続してまいりました。 

しかし３年に及んだこの状況も概ね収束の方向に向かっており、2023年５月８日より感染法上の位置づけが、 

２類相当から５類へ移行することが発表されたことを受け、国内経済も正常な歩みを再開することが想定されま 

す。 

      当社としては、これまで停滞していた施設内店舗の出店交渉の再開や、オフィス等での小型無人店舗の展開促進、 

  新たに自社工場に導入した超低温冷凍設備を活用した、冷凍惣菜、冷凍弁当の製造販売という新たな取り組みも行 

  い、事業の活性化を推進することから、この度、中期事業計画（2024年２月期～2026年２月期）を策定いたしま 

  した。 

 

 ２．対象期間： 2024 年２月期（第49 期）から2026 年２月期（第51 期）までの３年間 

 ３．目 標：定した黒字体制の早期確立と財務基盤の増強 

 ４．当社が目指す姿： 

  （１）今後の方向性 

・「小規模・機動力・省コスト」の強みを活かし、大手ＣＶＳができない場所へ出店 

・加盟店・事業者・本部がいずれも「持続可能なサービス」の提供 

・「製造小売業」としてプロダクトＯＵＴを推進 

・ローソン･ポプラ事業の推進 

  （２）主力事業 



・ＳＳ事業（スマートストア事業）・・ 小規模・施設内店舗（マイクロマーケット） 

                  オフィス内の小型無人店舗 

・ＦＬＣ事業（製造・卸事業）・・・・ 弁当・惣菜卸事業、ボランタリーチェーン等への商品供給、 

                   新たに開始する冷凍惣菜、冷凍弁当の製造販売 

・ＬＰ事業（ローソン・ポプラ事業） ＣＶＳ運営事業 

※ＦＬＣ：ファクトリーロジスティックセンターの略 

  （３）強化エリア 

 施設数の多い首都圏、関西圏及び自社工場から供給可能な中国地域、北部九州について新規開拓を推進 

  （４）目標値（2026 年２月期） 

・店舗数 440 店舗 （SS 事業:326 店舗 LP 事業:114 店舗） 

・全店売上高 365.3 億円 （SS 事業:132.7 億円 LP 事業:232.6 億円） 

・営業利益 3.24 億円 

・経常利益 2.29 億円 

 

詳細につきましては、別添資料をご参照ください。 

                                                          

  以上 
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 ・ CVSを取り巻く環境 
 

  コンビニチェーン各社の国内店舗数は頭打ちとなっており、今後も 
  大幅な増加は見込めない状況 
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 ・ CVSを取り巻く環境 
 

  内閣府によれば、国内人口は減少の一途であり2050年には１億人 
  を下回り、2060年には8千7百万人となる予想、加えて高齢化は更に 
  深刻化 
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 ・ コンビニ業界の今後の展望 
 

 人員不足は更に深刻さを増し、人件費の上昇、物流問題、光熱費の 
 上昇など、現在の24時間営業、多頻度小口配送のビジネスモデルでは 
 立ち行かなくなる可能性 
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出店 

人手不足 
コスト上昇 

経営リスク 

店舗数は現状維持程度 
ただし出店競争は激化 

人手不足は更に深刻化 
物流費、光熱費も上昇が続く 

オーナーの経営が困難に 
→既存FC制度の危機 

収益性の悪化により、
24時間営業の既存ビジ
ネスモデルでは存続でき
ない。 

無人化、大規模な物流
改革などに莫大な投資 
      ＋ 
国海外展開で収益確保 
 

商社と連携した上位チェーンでなければ 
既存ビジネスモデルでは生き残れない可能性 
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・ 他社とは一線を画す方向へ 
 

 当社は、上位チェーンとの苛烈な競合 

環境の中、店舗数は年々減少、チェーン 
売上も大きく落ち込み厳しい経営環境で 
推移した。 
 このような環境下で当社は、他社と同 
一化するのではなく、幹線道路沿いや住 
宅地といった従来型の出店から、病院、 
学校、オフィス、工場といった施設内の店 
舗に特化することを決定。  
 
 コロナの蔓延で、施設内への出店へも 
大きな影響を受けることとなったが、引き 
続き、当社独自のビジネスモデル構築を 
推進する。 
 なお、2023年2月末時点での施設内 
店舗の割合は88％、非24時間営業店 

舗の割合は96％に達している。  
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 ・ 市場ニーズ 

人件費の高騰や労働力不足のなか、効率追求型の新たなビ
ジネスモデル構築が必要なステージ 
 
 
施設内の少日販店舗の閉鎖続出、既存店投資を重要視した
出店の厳格化による出店スピードの鈍化という負のスパイ
ラル 
 
 
一方で、売店の高度化のニーズは多く存在しており、コロ
ナからの回復で活動が活発化してきているものの、対応可
能なプレーヤーは減少、上位チェーンが出店できない場所
や閉鎖する施設内店舗を含めて、まさに現在が当社が展開
を推進、加速するチャンスである。 
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 ・ 当社のビジネスモデル 
 

● 売上ロイヤリティ制度による低い加盟店負担 

● 中途解約時違約金なしのフランチャイズ契約 

● 時短営業（非24時間営業）の承認 

● 立地ニーズに合わせて、外装、内装までカスタマイズ 

上位チェーンが出店困難な場所や売店の高度化など 
当社が事業者ニーズの受け皿としての展開を推進 
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● 自社運営の弁当・惣菜工場を保有 

● 多種多様な決済手段、社員証決済も対応可能 
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フルスペックコンビニ 

施設内コンビニ 

コンビニ未満の売店 

→ ローソン・ポプラ 
 

→ ポプラ・生活彩家＋セルフコンビニ 
   大規模施設などで有人店舗を母店にして 
   セルフコーナーを設置可能 
 

→ 商品供給事業（問屋業） 

● ローソン・ポプラ事業、商品供給事業と合わせて大規模店から 
  小規模売店までシームレスに対応 
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 →多彩なキャッシュレス決済手段に加え、ポイント付加やポイントでの 
   決済など通常コンビニと同等の機能で、オフィスなどのわずかなスペース 
   でも設置が可能 

   

● セルフ決済機能を活用した無人コンビニの展開 
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 ・ 今後の方向性 

【 短期 】出店推進、ＦＣ化によるリスク低減、外販拡大による工場稼働率引上げ 
     ・日販の大幅な向上は見込みにくい環境→出店の推進に加えFC化によるリスク軽減 
     ・自社インフラの稼働率低下 
      ① 外部への弁当等の直販を拡大（ 現状は１社62店舗へ供給のみ ） 
      ② 冷凍惣菜・弁当の受託製造ならびに外部販売 
     →短期でトップライン向上とコスト削減を見込む 
 

【 中期 】地域性のある小規模CVSの展開や商品開発力の向上による独自性のある 
      高付加価値モデルへの転換 
     組織の持続的な成長が可能なよう、独自性の確保による差別化と利益向上を図る 
      ・CVS事業→広島の地域性強化、無人店舗の開発等により、独自性を確保していく 
      ・無人店舗をきっかけに弁当の外販を成立させるなどの拡がりを持たせていく 
      ・弁当製造事業は、ポプ弁ブランドをより強固なものとすべく、商品開発体制を強化 
      ・冷凍弁当の開発販売ならびに外販も強力に推し進めていく 
 

【 長期 】独自性を武器に、地域展開と地域連携および他事業展開  
     独自性の確保とそれに伴う高付加価値モデルの確立後は、広島のご当地CVS(無人店 
     舗を含む)としての強みを武器に、他地域へ展開 
     なお、自社で投資して拡大するだけでなく、他地域CVSとの連携等、緩やかなつながりを 
     ベースとした商圏拡大も想定 
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グループ 

ス マ ー ト ス ト ア 事 業 

製 造 ・ 卸 事 業 

ローソン・ポプラ事業（ポプラリテール） 

 小規模（マイクロマーケット） 
 売店・工場・病院・大学・職域 

 弁当・惣菜卸事業 
 ボランタリーチェーンへの商品供給 
 冷凍惣菜・弁当の製造販売 

 ＣＶＳ運営事業 

 ・ 今後の目標 
 

  安定した黒字体制の早期確立と財務基盤の増強 
 

  無人店舗を含むＳＳ事業、新たに冷凍惣菜・弁当の製造販売 
  を加えたＦＬＣ事業で安定した黒字化を目指すとともに、事業 
  の重要な柱の一つとなったＬＰ事業による利益の上乗せを行う 
 

※ＦＬＣは工場・物流センターのこと（ Factory & Logistics Center ） 
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 ・ 展開エリア 
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 ・ 定量目標 

チェーン売上高 （単位：億円）

第48期 第49期 第50期 第51期

2023年

2月期

2024年

2月期

2025年

2月期

2026年

2月期

SS事業 130.3 127.6 130.0 132.7

LP事業 218.4 226.8 227.2 232.6

合計 348.6 354.4 357.2 365.3

店舗数

第48期 第49期 第50期 第51期

2023年

2月期

2024年

2月期

2025年

2月期

2026年

2月期

SS事業 262 290 311 326

LP事業 108 110 112 114

合計 370 400 423 440

グループ４００店舗以上、 
店舗売上350億円超えが当面の目標 
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 ・ 定量目標 

連結営業利益および当期純利益 単位：百万円

第48期 第49期 第50期 第51期

2023年2月期 2024年2月期 2025年2月期 2026年2月期

営業利益 55 217 277 324

当期純利益 108 267 206 229
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 ・ 部門計画 
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ポプラリテール 
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達成に向けた行動 


